
 

 

２０２５年９月２日 

  

お笑いコンビ「ニューヨーク」などとともに 

“悩みの秋”に直面する受験生の応援施策を９月から本格始動 

 

株式会社ヤクルト本社（社長 成田 裕）は、受験本番を控えた冬に向け、お笑いコンビ「ニュー

ヨーク」などとともに“悩める受験生”を応援する施策を２０２５年９月から本格始動します。９月  

２日からＴＢＳラジオの番組提供、４日から全国の高校約６３０校での校内放送ジャック、１５日か

ら交通広告の掲出など順次展開します。これらの施策を通じて、秋ならではの“悩める受験生”とそ

の家族を応援します。 

 

 

１．ＴＢＳラジオ「ジェーン・スー 生活は踊る」内にて特別コーナーを展開！ 

悩みや不安を抱えているのは受験生だけではありません。本人はもちろん、保護者や家族、さら

にかつて受験を経験した人など、多くの人にとって“受験”は身近で共感できるテーマです。受験

に関わる多くの人々の気持ちに寄り添うべく、ＴＢＳラジオ「ジェーン・スー 生活は踊る」内に

て、「９月の受験生に送る 生活は踊る応援隊」を放送します。 

 ジェーン・スーさんや番組パートナーが、リスナーから寄せられたお便りや経験談をもとにトー

クを展開。全５回を通して、継続的な健康管理の大切さや家庭での声掛けの工夫など、受験期なら

ではのエピソードに耳を傾けていきます。 

 

【概要】 

・番組名：ＴＢＳラジオ「ジェーン・スー 生活は踊る」 

・放送日時：毎週月曜日～木曜日 １１時～１４時      

・出演者：ジェーン・スー 

・提供コーナー日時 

２０２５年９月 ２日（火）、 ９日（火）、１６日（火）、 

２２日（月）、３０日（火） １３：３４頃予定 

（全５回）※生放送のため時間変動の可能性あり 

・番組ＨＰ：https://www.tbsradio.jp/so/ 

・番組メールアドレス：so@tbs.co.jp 

・番組Ｘ：https://x.com/seikatsu954905 

・番組Ｉｎｓｔａｇｒａｍ：https://www.instagram.com/seikatsu954905/ 

 

 

 



 

 

 

２．全国の高校約６３０校の校内放送をニューヨークがジャック！学校内でエールを届ける！ 

昼休みに流れる校内放送では、ニューヨークのおふたりが、自身の学生時代を振り返りながら受験

生へ向けてエールを送ります。夏休みを経て、成績の伸び悩みや、部活動から受験勉強への切り替え

などに悩む受験生に向けて、自身の受験経験も語りながら応援する内容となります。笑えて癒される

おふたりのトークで、悩みや不安に寄り添いながら、受験生へ笑顔をお届けします。 

 

【概要】 

・企画名：「Ｙａｋｕｌｔ ｐｒｅｓｅｎｔｓ 悩む。悩む。悩む。９月の受験生たちへ。 

ニューヨークの校内放送！」 

・実施日程：２０２５年９月４日（木）から順次 

・実施学校数：全国の高校約６３０校にて実施予定 

 

 

３．９月ならではの受験生のモヤモヤがつづられた交通広告を展開！（計１１パターン） 

ニューヨークのおふたりが９月ならではの悩みや葛藤を抱える受験生を演じ、駅構内や通学路で

そっと寄り添うメッセージを届けます。広告には模試や試験本番、進路に対する不安や焦りを抱えは

じめる受験生へのまっすぐなエールを込めています。 

 

【概要】 

・掲出場所：関東各地の駅構内 

・掲出期間：２０２５年９月中旬から順次展開 

 

 

以 上 

  



 

 

 

■ 出演者プロフィール                                             

・ニューヨーク（お笑いコンビ） 

屋敷裕政と嶋佐和也がＮＳＣ養成所で出会い、２０１０年に

コンビ結成。東京・ヨシモト∞ホールでは長らくファーストク

ラスのメンバーとして劇場の中心を担った。 

２０１９年１月に開設したＹｏｕＴｕｂｅチャンネルでは

企画動画と共に「ニューヨークのニューラジオ」が人気を博す。

「Ｍ－１グランプリ」では２０１９年、２０２０年に決勝進出。

「キングオブコント」では２０２０年、２０２１年に決勝進出

を果たした。２０２５年には、かまいたちとの冠番組「ニューかまー」（ＴＢＳ系）がスタート。 

 

 

・ジェーン・スー（作詞家、コラムニスト、ラジオパーソナリティ） 

１９７３年生まれ、東京都出身。ＴＢＳラジオ『ジェーン・スー 生活は踊る』、ポッドキャスト

番組『ジェーン・スーと堀井美香のＯＶＥＲ ＴＨＥ ＳＵＮ』、『となりの雑談』パーソナリティーを

務める。２０１５年にエッセイ『貴様いつまで女子でいるつもりだ問題』（幻冬舎）で講談社エッセ

イ賞を受賞。『死ぬとか生きるとか父親とか』（新潮社）はドラマ化され話題に。『おつかれ、今日の

私。』(マガジンハウス)、『闘いの庭 咲く女 彼女がそこにいる理由』（文藝春秋）『へこたれてなんか

いられない』(中央公論新社)、『介護未満の父に起こったこと』(新潮社)など著書多数。 


